
日時：2022年9月14日（水）12:50-14:20
場所：生物生産学部C201講義室+Zoom
講師：

ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社は、2019年から大崎上島町の耕作放棄地を
利用して自社農園によるレモン栽培を開始した。これは、当社がレモンを核に事業展開し
て成長してきた企業であるとの観点から、企業自らが主体的にレモン産地振興に関与する
ために、主に次の目的のもとに行われている。すなわち、①自社農園をスマート農業の導
入などレモン栽培に関する技術革新のための場として位置づけ、当該農園で開発された技
術を周辺農家に提供することでレモン産地の持続性を向上させる、②自社農園を自社研修
施設として位置づけ、社員のレモンに対する理解をより深める、③これらのことが実現さ
れることによる広島県産レモンの生産量拡大と企業・産地間の関係性向上による原料調達
の持続性向上、である。

参加申し込み／問い合わせ先：
広島大学大学院統合生命科学研究科
細野賢治（食料資源経済学研究室）

参加申し込み方法：
下記URLあるいは右のQRコードからForms

に入り、必要事項を入力して 9月 12日
（月）17時までにエントリーしてください。
オンライン参加希望者には、 9月 13日
（水）13:00までに、送って頂いたメールア
カウント宛てにZoom招待状をお送りします。

第83回食料環境経済学セミナー
（統合生命科学研究科・食品生命科学プログラム共同セミナー)

ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社
オールレモン事業部 国内産地形成グループ
高寺 恒慈 氏

https://forms.office.com/r/RqY5GJcZJB

大崎上島のレモン園地の説明をする髙寺氏
（2021年6月撮影）

ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社の
レモン事業と食品加工


